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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。�

町
民
の
皆
様
に
は
、
穏
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。�

　
昨
年
は
、
全
国
各
地
で
自
然
災
害
が
多

発
し
ま
し
た
。�

　
当
町
で
も
八
月
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
が
、
幸
い
農
業
被
害
が
少
な
く
、
米
の

作
況
は
「
や
や
良
」
と
な
り
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
コ
メ
余
り
か
ら
概
算
金
が
最

低
に
な
る
な
ど
農
家
に
と
っ
て
は
、
今
後

に
課
題
を
残
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。�

　
漁
業
で
は
、
接
岸
が
遅
れ
た
こ
と
や
時

化
が
多
か
っ
た
こ
と
等
に
よ
り
季
節
ハ
タ

ハ
タ
漁
が
今
期
も
漁
獲
枠
に
届
か
ず
、
満

足
す
る
漁
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
昨
年
は
ま
た
、
10
月
４
日
か
ら
一
か
月

間
、
秋
田
県
で
初
め
て
「
第
29
回
国
民
文

化
祭
」
が
開
催
さ
れ
、
当
町
で
は
、
小
中

学
生
を
対
象
に
し
た
「
秋
田
白
神
こ
ど
も

の
俳
句
フ
ェ
ス
タ
」
が
10
月
11
・
12
日
に

開
催
さ
れ
、
同
日
開
催
の
「
ん
め
も
の
ま

つ
り
」
と
共
に
盛
会
裏
に
終
了
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。�

　
さ
て
、
新
年
を
迎
え
て
、
今
年
も
町
の

様
々
な
課
題
に
取
り
組
む
決
意
を
新
た
に

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。�

　
主
な
課
題
と
し
て
、
ま
ず
、
基
幹
産
業

の
農
業
で
は
、
国
の
新
し
い
農
業
政
策
に

よ
っ
て
、
す
で
に
直
接
支
払
交
付
金
の
見

直
し
や
農
地
中
間
管
理
機
構
の
設
置
等
が

進
め
ら
れ
て
い
る
他
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
も
継

続
中
で
あ
り
ま
す
。�

　
こ
れ
ら
の
政
策
を
よ
く
見
極
め
、
主
食

用
米
か
ら
転
換
し
た
水
田
フ
ル
活
用
や
担

い
手
へ
の
農
地
集
積
等
図
り
な
が
ら
、
わ

が
町
農
業
・
農
村
を
守
っ
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。�

　
併
せ
て
、
米
に
次
ぐ
生
産
額
を
上
げ
て

い
る
菌
床
椎
茸
栽
培
の
増
産
に
も
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。�

　
二
つ
目
は
、
最
も
漁
獲
を
上
げ
て
い
る

ハ
タ
ハ
タ
の
価
値
を
高
め
る
た
め
首
都
圏

へ
の
売
り
込
み
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
昨
年
末
、
地
元
で
初
め
て
「
八
森
ハ

タ
ハ
タ
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
芽
を
大
事
に
育
て
な
が
ら
、
し
ょ

っ
つ
る
を
は
じ
め
と
す
る
加
工
品
の
拡
大

に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
併
せ
て
、
天
然
・
養
殖
ア
ワ
ビ
も
町
の

特
産
と
し
て
売
り
込
ん
で
参
り
ま
す
。�

　
三
つ
目
は
、
留
山
の
散
策
道
や
二
ッ
森

登
山
道
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。�

　
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
資
源
や
様
々
な
体

験
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
て
観
光
振
興
に
よ

る
交
流
人
口
の
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。�

　
四
つ
目
は
、
検
討
委
員
会
の
ご
意
見
も

踏
ま
え
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
小

学
校
と
中
学
校
の
統
合
を
教
育
委
員
会
と

連
携
し
な
が
ら
平
成
28
年
４
月
ス
タ
ー
ト

に
向
け
て
進
め
て
参
り
ま
す
。�

　
新
年
度
は
、
統
合
校
舎
と
な
る
水
沢
小

学
校
と
峰
浜
中
学
校
の
改
修
工
事
に
着
手

し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
五
つ
目
は
、
行
財
政
基
盤
の
確
立
で
あ

り
ま
す
。
現
在
、
財
政
健
全
化
指
標
は
す

べ
て
健
全
域
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

の
国
の
動
向
や
合
併
十
年
間
の
特
例
切
れ

を
視
野
に
入
れ
た
財
政
運
営
に
努
力
し
て

参
り
ま
す
。�

　
六
つ
目
は
、
合
併
か
ら
早
く
も
10
年
目

を
迎
え
た
八
峰
町
で
あ
り
ま
す
。�

　
大
き
な
節
目
と
し
て
、
町
民
と
共
に
10

年
間
を
振
り
返
り
、
将
来
に
向
け
た
記
念

事
業
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。�

　
又
、
11
年
目
か
ら
の
町
の
基
本
指
針
と

な
る
新
総
合
振
興
計
画
を
策
定
し
た
い
と

思
い
ま
す
。�

　
も
う
一
つ
は
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢

化
対
策
で
あ
り
ま
す
。�

　
国
の
地
方
創
生
や
県
の
人
口
減
対
策
を

取
り
込
み
な
が
ら
、
戦
略
を
立
て
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。�

　
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
の
厳
し
さ
は
、

今
年
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
民
の

皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
住
み
よ
い
町
づ
く

り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
引
き
続

き
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。�

　
結
び
に
、
今
年
も
町
民
皆
様
が
ご
健
勝

ご
多
幸
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。�

八
峰
町
消
防
団
出
初

八
峰
町
消
防
団
出
初
式�

八
峰
町
消
防
団
出
初
式�

　
１
月
５
日
、
八
峰
町
消
防
団
出
初
式
が
行

わ
れ
、
町
内
15
分
団
の
団
員
ら
が
出
席
し
ま

し
た
。�

　
こ
の
日
、
団
員
た
ち
は
沢
目
駅
前
で
分
列

行
進
を
行
い
、
町
長
ら
の
観
閲
を
受
け
た
あ

と
、
峰
浜
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
た
式
典

に
出
席
。
式
典
で
は
、
加
藤
町
長
が
式
辞
を
、

本
多
団
長
が
訓
辞
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
、
長
年
消
防
団
員
と
し
て
功
績
の

あ
っ
た
方
々
や
消
防
協
力
者
に
表
彰
状
や
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
、

第
10
分
団
の
分
団
長
工
藤
篤
さ
ん
が
謝
辞
を

述
べ
、
最
後
は
団
員
全
員
で
万
歳
を
三
唱
し
、

無
事
故
、
無
火
災
を
誓
い
ま
し
た
。�

�

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
（
敬
称
略
）�

�

●
秋
田
県
知
事
表
彰�

【
有
功
章
】�

　
第
10
分
団
　
　
分

団

長
　
工
藤
　
　
篤�

　
第
11
分
団
　
　
分

団

長
　
山
本
　
輝
義�

　
第
15
分
団
　
　
分

団

長
　
須
藤
　
志
郎�

�【
永
年
勤
続
章（
30
年
以
上
）】�

　
第
１
分
団
　
　
分

団

長
　
鈴
木
　
金
蔵�

　
第
８
分
団
　
　
分

団

長
　
佐
々
木
一
雄�

�【
永
年
勤
続
章（
25
年
以
上
）】�

　
本
部
分
団
　
　
団
　
　
員
　
菊
地
　
　
進�

　
第
７
分
団
　
　
班
　
　
長
　
神
馬
　
秋
雄�

　
第
９
分
団
　
　
班
　
　
長
　
本
庄
　
尚
哉�

　
第
12
分
団
　
　
班
　
　
長
　
畠
山
　
正
夫�

�【
永
年
勤
続
章（
20
年
以
上
）】�

第
１
分
団
　
　
班
　
　
長
　
菊
地
　
幹
也�

第
３
分
団
　
　
分

団

長
　
小
林
　
道
彦�

第
６
分
団
　
　
班
　
　
長
　
金
平
　
政
巳�

第
10
分
団
　
　
班
　
　
長
　
堀
内
　
一
美�

第
14
分
団
　
　
班
　
　
長
　
工
藤
　
昭
人�

�●
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰�

【
勤
続
章（
10
年
勤
続
）】�

第
５
分
団
　
　
班
　
　
長
　
芦
崎
　
和
弘�

第
５
分
団
　
　
班
　
　
長
　
米
森
　
貞
信�

第
６
分
団
　
　
団
　
　
員
　
金
平
　
康
弘�

第
10
分
団
　
　
団
　
　
員
　
工
藤
　
欽
也�

第
13
分
団
　
　
団
　
　
員
　
庄
内
　
達
也�

�●
秋
田
県
消
防
協
会�

　
能
代
市
山
本
郡
支
部
長
表
彰�

【
勤
続
章（
７
年
以
上
）】�

　
第
３
分
団
　
　
団
　
　
員
　
斉
藤
　
弘
泰�

　
第
５
分
団
　
　
団
　
　
員
　
嶋
田
　
俊
弘�

　
第
13
分
団
　
　
団
　
　
員
　
三
沢
　
義
将�

�

●
八
峰
町
長
表
彰�

【
５
年
精
勤
章
】�

第
１
分
団
　
　
団
　
　
員
　
菊
谷
　
和
春�

第
１
分
団
　
　
団
　
　
員
　
笹
本
　
忠
継�

第
２
分
団
　
　
団
　
　
員
　
大
高
　
哲
錠�

第
３
分
団
　
　
団
　
　
員
　
伊
藤
　
清
孝�

第
３
分
団
　
　
団
　
　
員
　
伊
藤
　
靖
智�

第
４
分
団
　
　
団
　
　
員
　
田
崎
　
照
俊�

第
８
分
団
　
　
団
　
　
員
　
伊
藤
　
　
忍�

第
10
分
団
　
　
団
　
　
員
　
渡
邊
　
雅
俊�

第
14
分
団
　
　
団
　
　
員
　
木
村
　
　
務�

第
14
分
団
　
　
団
　
　
員
　
藤
田
　
久
幸�

�

【
３
年
精
勤
章
】�

本
部
分
団
　
　
団
　
　
員
　
高
橋
　
大
樹�

第
５
分
団
　
　
団
　
　
員
　
薩
摩
　
晃
大�

第
６
分
団
　
　
団
　
　
員
　
三
浦
　
耕
太�

第
11
分
団
　
　
団
　
　
員
　
門
脇
　
裕
弥�

第
13
分
団
　
　
団
　
　
員
　
北
林
　
　
伸�

第
14
分
団
　
　
団
　
　
員
　
工
藤
　
　
猛�

第
15
分
団
　
　
団
　
　
員
　
菊
地
　
拓
真�

�

�

●
少
年
警
火
団
に
対
す
る
記
念
品
授
与�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
及
び
感
謝
の
言
葉�

　
水
沢
小
学
校
区
　
　
水
沢
小
学
校
警
火
団�

　
塙
川
小
学
校
区
　
　
塙
川
小
学
校
警
火
団�

　
八
森
小
学
校
区
　
　
八
森
小
学
校
警
火
団�

分列行進�

知事表彰�

少年警火団表彰�

2015年の新春を迎えて�
八峰町長　加 藤 和 夫�


